
 

 

計画書全体 

意見の概要 市の考え方 

〇他の自治体でも、同様の方

針があり、計画に独自色が薄

いのではないか。 

計画策定に当たっては、札幌市の実情にあった計画

とするため、札幌市の人口動向や独自の意識調査を

行い、そこから導き出された結果に基づいて、基本

目標等を定めています。 

〇人口減少に伴う税収の減少

を想定した施策を考え、盛り

込んでおくべき。 

札幌市の人口は、ここ数年のうちに減少局面を迎え、

この傾向は長期間継続するものと考えられます。そ

のため、本計画においては、これらのことを前提と

して、各種施策を盛り込んでいます。 

人口ビジョン編 

第２章 札幌市の人口 

意見の概要 市の考え方 

〇国勢調査結果を引用する際

には、「調査年次」と「総務

省統計局」が出典であること

を明示すべきではないか。 

本計画では、総務省統計局が示している出典記載例

を参考に極力簡素に表現し、『総務省「国勢調査」』

と記載しています。 

また、年次は、表題、グラフ内等において表記する

ことで対応しています。 

〇「札幌市の人口増加数の推

移」のグラフは、どのように

みればよいか。 

10 月１日現在を基準とした５年間の増加数を示して

います。例えば、「昭和 25 年～30 年」という表記の

場合、昭和 25 年 10 月１日から昭和 30 年 10 月１日

までの人口増加数を表しており、このことをグラフ

に注記しました。 

〇「転入超過数の推移」、「転

入者数及び転出者数の推移」

の図表の掲載順について、本

文の記載と合わないため、逆

にした方がよい。 

ご意見を踏まえ修正しました。 

〇「総人口に与えてきた自然

増減と社会増減の影響」の図

表の数字（50、55、60…）に

ついて、数字が元号であるこ

とをわかるようにすべき。 

ご意見を踏まえ修正しました。 

 

 パブリックコメントの概要とそれに対する札幌市の考え方 



意見の概要 市の考え方 

〇「人口減少に対応するため

に札幌市において必要だと考

える取組別割合」などの図表

について、割合が高い順に並

べた方が見やすい。 

ご意見を参考に修正しました。 

〇人口が減少すると何が問題

なのか、危機感が持てない。 

人口が減少した場合、第２章「３ 人口減少が札幌

市に与える影響」に記載しているとおり、例えば、

生産年齢人口の減少によって、経済規模の縮小が懸

念されるなどの問題があります。 

〇生産年齢人口の減少と経済

規模の縮小の関係性について

は、生産年齢人口の減少より

も、生産効率（生産年齢人口

一人当たりの生産量）が上が

っていないことの方が問題な

のではないか。 

人口減少社会では、ご指摘いただいた生産効率を向

上させることと同時に、売上向上のため域外の需要

を取り込んでいくことも必要であり、企業の経営基

盤の強化のために様々な施策を構築していきます。 

なお、生産年齢人口一人あたりの生産量（昼間就業

者一人当たりの市内純生産）は、最新データである

平成 24 年度と 10 年前を比較すると７％減少してい

ますが、３年前と比較すると３％増加と回復傾向に

あります。 

〇「人口減少が札幌市に与え

る影響」として社会保障制度

の危機があげられているが、

社会保障制度は国の制度であ

るため、札幌市への人口減少

の影響として例示するのはふ

さわしくないのではないか。 

ここでは、札幌市が率先して社会保障制度を維持す

べきということを示すためではなく、人口減少や少

子高齢化のもたらす影響の大きさをイメージとして

わかりやすく示すために、社会保障制度の持続可能

性を例示したものです。 

 

  



第３章 札幌市の人口動態の考察 

意見の概要 市の考え方 

〇安定した雇用の創出の重要

性を訴えるためにも、『男性

不足に端を発する 3低（女性

婚姻率、出生率、年少人口比

いずれも低い）の連鎖』が札

幌の人口減を他都市と比べて

も相対的に速めていること、

男性をつなぎ留められない最

大の要因は相応の所得を得ら

れる雇用が不足しているため

と考えられること、との認識

をもっと市民と共有するべき

ではないか。 

また、他の大都市との定量的

な比較により札幌として努力

の余地があることも共有すべ

きではないか。 

年齢別の女性の未婚率や年齢別性比 11、男女別の転

出入状況、大学卒業後の就職状況など、各種調査・

分析結果を掲載しています。 

また、これらの分析から安定した雇用の創出を基本

目標の一つとしており、これに向けた取組を進める

こととしています。 

今回は、札幌市独自の意識調査があるため、大都市

との比較は行っていませんが、ご指摘のとおり、市

民にわかりやすい情報発信や、大都市との比較によ

る分析は重要であると考えておりますので、市民と

の認識を共有するため、今後ともこれらの充実に取

り組んでいきます。 

〇合計特殊出生率を最新の数

値である平成 26 年値に変更

した方がよい。 

ご意見を踏まえ修正しました。 

〇合計特殊出生率を比較する

のであれば、東京都ではなく、

人口規模が比較的近い他の政

令指定都市と比較した方が、

札幌市の特徴や問題を明確に

できるのではないか。 

ここでは、札幌市の合計特殊出生率が都道府県で最

も低い東京都と同水準であるという、札幌市の合計

特殊出生率の低さを示しています。 

〇予定子ども数が実現できな

い場合の理由を、意識調査結

果から導くことは妥当なの

か。 

予定子ども数が実現できない理由は、それぞれの夫

婦の状況によるものであるため、直接の当事者であ

る市民（夫婦）の方を対象とした意識調査を行い、

結果を導き出しています。 

〇理系の大学卒業者の半数以

上が道外を就職地としている

現状は、単に生産年齢人口の

ロスとなるだけでなく、産業

競争力の強化を行うための人

材確保という意味でも、札幌

市の未来にとって非常に大き

な問題であると思われる。 

健康・医療・バイオ関連企業や研究機関の誘致促進、

ＩＴを活用した他産業の付加価値創出など、理系人

材の受け皿となる産業の振興について取り組むこと

としています。 

 



総合戦略編 
 
第１章 総合戦略編の策定に当たって 

意見の概要 市の考え方 

〇合計特殊出生率と転出超過

数の数値目標の根拠を分かり

やすく伝えてほしい。 

合計特殊出生率はできる限り早期に、市民の希望出生

率である 1.5 の水準を目指し、平成 26年の 14,568 人

の出生数が、平成 31年に 15,000 人台に増加する水準

の合計特殊出生率である 1.36 を数値目標に設定しま

した。 

転出超過数については、平成 26年の 2,637 人を 10 年

後に均衡させることを目指し、平成 31年に半減とな

る 1,300 人を数値目標に設定しました。 

ご意見を踏まえ、より分かりやすくするために文言を

追記しました。 

〇安定した雇用や結婚、出産、

子育てのような、従来どおり

の目標を掲げることはナンセ

ンスであり、パラダイムの転

換が必要なのではないか。 

札幌市で行った意識調査からも、経済的な不安を軽

減するために、「安定した雇用を生み出す」ことは

重要と考えており、安心して子どもを生み育てるこ

とができる環境づくりと合わせて取り組みます。 

 

第２章 基本目標 

基本目標１ 安定した雇用を生み出す 

(1) 札幌市産業の競争力強化【分野別】 

意見の概要 市の考え方 

〇ＭＩＣＥ、６次産業化などの

施策を重視するにあたり、地域

経済分析システム「ＲＥＳＡ

Ｓ」などを活用して、データに

よるエビデンスを根拠とした

施策展開をするべき。 

「札幌市産業振興ビジョン」や「札幌市観光まちづくり

プラン」など各部門別計画において、各種統計や企業・

市民の方への意識調査などを用いて、課題や現状の把握

を行い、対応する事業を構築・展開しています。 

今後もこれまでの情報に加え、段階的に機能が拡張され

ている「ＲＥＳＡＳ」も活用しながら、客観的なデータに

基づいた政策立案、効果検証に努めていきます。 

○観光や次世代エネルギー、医

療といった分野は、いずれもラ

イバルとなる都市も多く、「あ

えて札幌に」という合理的な理

由が見当たらない。 

世界的に見て札幌のメリット

が生かせる分野をもっと限定

して振興していくことが重要

なのではないか。 

（類似意見 １件） 

札幌市は、冷涼な気候風土や北海道の豊富な一次産

品、研究機関の集積、研究シーズの蓄積など、様々

な資源を有していることが強みと考えています。 

このような札幌の強みを生かす分野として、食や観

光はもとより、環境や一次産品を活用した健康、バ

イオテクノロジーを生かした医療などに関連する産

業を育成支援し、札幌の経済を将来にわたって活性

化していきたいと考えています。 



意見の概要 市の考え方 

〇全国的に人口が減っていく

中で、札幌だけ活性化させる

には、もっとインパクトのあ

る特色のある施策が必要だと

思う。 

冬季五輪等の話もあるが、そ

こに投資していく体力がある

のかどうか不安も感じるの

で、今後は小さく賢くまと 

まっていく社会という方向も

あるのではないか。 

札幌の明るい未来を築いていくためには、「食」や

「観光」をはじめとした「北海道・札幌の持つ強み」

を生かすことが重要と考え、北海道全体の発展が、

札幌市の発展にもつながるという考えの下、道内の

市町村とも連携し、互いの強みを生かし合いながら、

取り組んでいきます。 

なお、冬季オリンピック・パラリンピックの開催に

当たっては、既存の施設を最大限に活用しながら、

財政負担などの軽減を目指していきます。 

〇観光に力を入れているが、

日本一の清々しい夏と世界に

誇れる雪、広々とした緑と水

に恵まれた大地には、高い費

用をかけた設備や対応がなく

とも観光客はやってくる。 

観光バスの駐車場不足や案内

の表示の不行届きなど不快な

気持ちにさせず、市民が素直

に笑顔で対応し、もう一度来

たいという、快適さや安心安

全を感じてもらえる受入環境

を整えることが重要。 

札幌・北海道は日本の中でも観光の優位性の高い地

域であり、その強みを生かして、様々な業種に波及

効果のある観光産業の活性化に力を入れていきたい

と考えています。 

また、ご指摘のとおり、観光客に対する受入環境の

整備は課題であることから、観光バス対策や観光案

内サイン等の充実などを行い、滞在者の満足度向上

に取り組んでいきます。 

〇今あるものをもっと活用し

たり、新たなものをつくった

り、札幌の観光地ならではの

資源をつくってほしい。 

（類似意見 ５件） 

札幌らしい観光資源としては、雪まつりなど、四季

折々に大通公園で開催するイベントなどが代表的な

ものだと考えていますが、今後は既存の観光資源の

魅力アップや、新たな観光資源の発掘を行っていき

ます。 

〇外国人観光客向けに各言語

で書かれたガイド、ガイド 

マップや掲示、外国語（英語、

アジア諸国言語、欧州諸国言

語）を話せるスタッフを増や

してほしい。 

外国人観光客向けには、観光マップ、パンフレット、

公式観光サイト「ようこそさっぽろ」、公式観光ア

プリ「札幌いんふぉ」のほか、観光案内サインを多

言語で作成しています。 

また、事業者向けに外国語コミュニケーション講座

等を開催し、外国語を話せる人材の育成を進めてい

ます。 

今後も情報内容を充実させながら、札幌を訪れる方

のニーズに応えていけるよう努めていきます。 

 

  



意見の概要 市の考え方 

〇「外国人富裕層」に対する

施策だけではなく、単価は低

くても全体を底上げできるよ

うな、一般観光客の誘致に 

もっと力を入れることが、結

果的に将来の「富裕層」の需

要増加につながると思う。 

ＫＰＩの「観光地としての総

合満足度」での評価を継続し

て行ってほしい。 

札幌市では、公共無線ＬＡＮの整備や観光バス対策

などの受入環境の向上や、イベントや観光資源の魅

力アップなど様々な取組を進めており、富裕層に限

らず観光客の方の満足度を高めることを目指してい

ます。 

また、「観光地としての総合満足度」については、

引き続き調査を継続し、評価していきたいと考えて

います。 

〇ホテル建設の対策を行う

等、より多くの観光客を受け

入れることができる環境をつ

くるべきではないか。 

ホテルなど宿泊施設に対する支援については、今後、

調査を行った上で、どのような支援をするかを検討

していくことにしています。 

本文にも対応策の検討について追記し、いただいた

ご意見は今後の参考にいたします。 

〇新千歳空港の海外直行便誘

致について、北海道・札幌市

だけでなく、千歳市との連携

が必要ではないか。 

新千歳空港の国際化等を推進する「新千歳空港国際

化推進協議会」には、札幌市や千歳市をはじめとし

て関連団体が加盟しており、その事業の中で直行便

誘致や航空会社に対する支援など、海外路線の維

持・拡大に向けた取組を実施しているところです。 

今後も千歳市をはじめとした関連団体との連携の

下、取組を進めていきます。 

〇「新たなＭＩＣＥ施設の整

備」というハードもさること

ながら、ＭＩＣＥ誘致に係る

体制強化も含めたソフト面の

具体策を教えてほしい。 

平成 27 年４月に策定した「札幌ＭＩＣＥ総合戦略」

において、札幌国際プラザ・コンベンションビュー 

ローを中心に庁内の関係部局や関係企業、大学と連

携しながら、札幌に優位性のある学術系の大中規模

会議や東アジア・東南アジアのインセンティブツ 

アー等の誘致を積極的に展開しています。 

また、コンベンションビューローの専門性を高める

ため、平成 27 年度にコンベンションビューローの正

規職員を２名増員し、人員体制の強化を図っていま

す。 

 

  



意見の概要 市の考え方 

〇オータムフェストにおい

て、「食」の魅力を世界に発

信していくことはとても良い

と思うが、出店する企業側も

より魅力を感じられるような

仕組みにできないか。 

「さっぽろオータムフェスト」は、「北海道・札幌

の食」をメインテーマとし、道内市町村や民間事業

者と連携して、道内各地から旬の食材、ご当地グル

メを一堂に取り揃えることによって、道内各地域の

「食」のアンテナショップとしての役割を果たし、

北海道全体の活性化に貢献することを目的としてい

ます。 

札幌市としては、来場される方々はもとより、出店

される企業の皆さんにも魅力を感じられる仕組みと

なるよう、引き続き実行委員会に働きかけていきま

す。 

〇今ある市電は沿線の住民し

か利用しないので、路線を拡

充するなど、観光スポットも

網羅すべきではないか。 

市電の路線拡充については、「都心地域」、「桑園

地域」、「創成川以東地域」を検討対象としていま

す。 

今後は、ループ化の効果を十分に検証し、路線拡充

による交通面、まちづくり面、経営などに与える影

響も踏まえながら、必要な調査をしていきます。 

〇冬の寒さを和らげられるよ

う、市電の電停を駅舎化する

など、簡易でもいいから冬囲

いが欲しい。 

全停留場には上屋を設置しているほか、開業した都

心線停留場については、ガラス壁面にして風除け対

策を行ったところです。 

その他の既存停留場については、スペースが限られ

ており、駅舎化することは困難ですが、今後、改修

時期にあわせ、どのような風除け対策が可能か検討

していきます。 

〇外の景色を眺めながらの観

光スポット巡りができるよ

う、観光客のために簡単で利

用しやすい交通網を整備すべ

き。 

様々な来訪者による観光周遊を支援するため、えき

バス・ナビの活用やＳＡＰＩＣＡの利便性向上等を

進めてきています。 

今後も、利便性の高い交通サービスの提供を図るべ

く各種交通施策を進めていきますので、いただいた

ご意見は今後の参考にいたします。 

〇周辺の自治体とも共同し、

札幌圏の農林水産業により力

を入れ、産業の地盤を固めた

上で、観光や食産業、そして

雇用の安定化へとつなげてほ

しい。 

札幌周辺の８市町村で構成する札幌広域圏組合を中

心に、地産地消の推進など圏域にまたがる共同ソフ

ト事業に取り組んでいます。 

また、道産品の商品開発や販路拡大など道内企業も

対象とした支援事業を展開し、道内の農林水産業の

付加価値向上や販路拡大などを支援しています。 

 

  



意見の概要 市の考え方 

〇大学での専攻がそのまま仕

事に直結している割合は３割

とも言われており、理系人材

の受け皿は必ずしも理系の産

業とは限らない。 

産業の分野が問題なのではな

く、働きがいのある職場で見

合う賃金が支払われるかが重

要ではないか。 

多様な働き方に対応するため、雇用の場の確保とと

もに、雇用の質を向上させることを意識して施策を

展開していきます。 

〇健康・福祉産業の振興にあ

たっては、規制を超えた柔軟

な対応が可能になるよう特区

指定への取組も併せて考える

ことが必要ではないか。 

札幌市は、「北海道フード・コンプレックス国際戦

略総合特区」の指定を北海道などとともに受けてお

り、その取組の一環として、健康な体づくりに関す

る科学的な研究が行われたことを認定する「北海道

食品機能性表示制度」が実施されています。 

特区指定を契機に、こうした全国の先駆けとなる取

組や、ご意見にあるような規制を超えた対応が実現

できれば、産業振興の弾みになるものと考えられま

す。 

健康福祉や医療分野の産業育成に向け、引き続き事

業者や関係機関などの意見をよく聞きながら、具体

的な施策を検討していきます。 

 

 (2) 札幌市産業を支える基盤づくり【業種横断的】  

意見の概要 市の考え方 

〇産学連携を強化してほし

い。 

札幌市では、例えば、北海道大学や北海道、北海道

経済連合会などの産学官が連携する「北大リサーチ

＆ビジネスパーク推進協議会」に参画しており、機

能性食品の開発から製品化までの一貫した支援や、

道内外の企業交流会等での情報発信などに取り組ん

でいます。 

今後も、企業のノウハウや大学の知見を地域の活性

化に生かすことができるよう、様々な機会を通じ、

産学と連携しながら取り組んでいきます。 

〇企業の内部留保をなるべく

減らすように促し、お金の流

れを良くして経済を活性化さ

せてほしい。 

企業が安心して投資できる環境づくりに向けて、札

幌市内の経済の活性化に努めていきます。 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇日本における東京の役割の

ように、札幌が北海道のまと

め役を担い、道内各地の中小

企業が札幌を起点に、国内外

で競争力を発揮できるよう、

支援補助をしてほしい。 

「北海道の発展なくして、札幌の発展はない」との

考えの下、北海道全体の発展を常に意識し、道内の

魅力資源と札幌の都市機能 22を融合させながら、他

の都市と連携して北海道の魅力のさらなる向上に取

り組んでいます。 

札幌市で運用している、製品の付加価値向上や国内

外への販路拡大などの支援は、この考えに基づき、

道内企業も対象としており、これらの施策を着実に

進めながら道内企業の競争力向上を後押ししていま

す。 

〇企業アピール、企業間のパ

イプづくりにも支援すべきで

はないか。 

さっぽろ産業振興財団内にコーディネーターを配置

し、企業訪問などを通じて企業間のネットワークを

強化するとともに、札幌の企業を紹介するホーム 

ページを運用し、企業ＰＲの支援を行っています。 

〇競争力を高める付加価値の

創出として、ＩＴ企業の市場

開拓に触れているが、札幌は、

上流過程（コンサルティング、

概要仕様作成）は不十分で、

コールセンターか、下流過程

（詳細仕様作成とプログラミ

ング、テスト）に限定されて

いるので、いわば「ＩＴ出稼

ぎ」ができるよう「都内の住

居費と往復の交通費を自腹で

払う」方々へ補助するなど、

ＩＴ企業を支援する仕組みを

考えてはどうか。 

北海道ＩＴレポート 2014 によると、札幌市内は「下

流過程」と呼ばれる業務を担うＩＴ企業が多く、そ

の売上高はＩＴ産業全体の４割を占めており、「上

流過程」を行うことができる人材を確保し、ＩＴ企

業による需要獲得が重要な課題であると考えていま

す。 

優秀な人材を確保し、ＩＴ企業はもとより産業全体

の振興を支援するため、ご意見も参考にしながら、

必要な支援策を検討していきます。 

また、ＩＴ産業を含めた産業振興にもつなげていけ

るよう、札幌市におけるＩＴの積極的な活用につい

て追記しました。 

〇中小ベンチャーの事業に対

して支援することで、企業の

育成を促進すべき。 

ベンチャー企業への支援は重要と考え、これまでに

も各種事業による支援を行ってきており、新たな取

組として平成 27 年度からは、市内の有望なベン 

チャー企業を表彰する「さっぽろベンチャーグラン

プリ」を実施するなど、引き続きベンチャー支援に

力を入れていきたいと考えています。 

〇学生に向けた起業支援をし

てほしい。 

学生向けに特化した起業支援は行っていませんが、

札幌市で行っている各種起業支援施策については、

学生の方も対象となりますので、ぜひ積極的にご利

用していただければと考えています。 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇新たな産業の創出や創業に

は資金も時間も必要になるた

め、５年間という期間を一部

では超えて支援できないか。 

計画期間以降も札幌経済の活性化を図るため、取組

の成果を見ながら、効果的な支援となるよう鋭意努

力していきます。 

〇明らかに無理のある起業を

させないことも必要ではない

か。 

起業を志望する方に対しては、起業や経営に関する

相談窓口の設置や経営知識習得のためのセミナーの

開催など、事業の継続につながる経営支援に引き続

き努めていきます。 

〇北海道発信の最新技術を有

した大企業があまりない中、

マーケットを生み出すことと

合わせて、そのマーケットを

獲得していくため、北海道に

本社を置くような、北海道特

有の企業を生み出すことがで

きれば、若年層も定着するの

ではないか。 

 

〇札幌のメリットを他の都府

県にアピールし、企業を集め

ることが、今後札幌が発展す

るために必要なことではない

か。 

企業や人材を惹きつけるフィールドを醸成するた

め、札幌の魅力を高め、国内外に発信することで、

本社機能をはじめとした企業の誘致につなげていき

ます。 

また、特に理系人材の受け皿とするため、北海道や

周辺市町村と連携して、健康・医療・バイオ関連企

業や研究機関の誘致に積極的に取り組んでいきま

す。 

〇代表的な会社が１社でも移

転すれば他企業も追随するの

で、海外を含めて既にブラン

ドが確立されている有名企業

の誘致に注力すべき。 

本社機能をはじめとした企業の誘致・集積を進めて

いくためには、何より札幌の魅力を高め、それを国

内外に発信していくことが重要であり、これまでの

誘致実績も併せて情報発信しながら、積極的な誘致

活動に取り組んでいきます。 

〇就職先のバリエーションを

増やすなど、若者が活躍でき

る場所を増やしてほしい。 

（類似意見 １件） 

既存の企業の魅力をさらに向上させるとともに、企

業誘致などで新たな企業を創出し、若者が活躍でき

る場所を増やしていきます。 

〇理系の企業誘致を積極的に

行うべき。 

（類似意見 １件） 

理系人材の道外への転出を抑制し、道外からの転入

を促進させるため、「健康・医療・バイオ」や「Ｉ

Ｔ」など、その雇用の受け皿となる分野の振興に取

り組むとともに、これらの分野の企業誘致にも、引

き続き積極的に取り組んでいきます。 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇企業誘致において都市間競

争に勝つには、企業ニーズの

把握とともに、産業振興部門

だけではなくコスト、機能両

面で多大な貢献が可能な都市

計画関連部門、教育に関わる

部門など多岐にわたる部門の

持てる力を結集する必要があ

るのではないか。 

企業誘致を効果的に進めるためには、ご意見のとお

り、多様な企業ニーズをしっかり踏まえながら、企

業や人材を惹きつけるまちづくりに取り組むことが

必要であると考えています。 

今後、庁内関係部局が一層連携し、全庁をあげて札

幌の魅力を高める施策に取り組み、企業誘致につな

げていくよう努めていきます。 

〇SAPP‿ RO（サッポロスマイ

ル）のマークをＰＲするなど、

札幌で有名なものを増やすの

が大切。 

SAPP‿ RO（サッポロスマイル）は、官民連携のもと、

市内外に対し積極的なロゴＰＲを行うとともに、「笑

顔になれる街さっぽろ」というコンセプトや、市民

が「笑顔」で札幌の魅力を楽しむ姿等を通じた「札

幌ならではの魅力」を内外に発信する取組を行って

います。 

その取組を通じて、観光客の皆さんに札幌のまちを

ＰＲするとともに、市民の皆さんには我がまち札幌

に対する「誇り」や「愛着」を感じていただけるよ

う努めていきます。 

〇物流などの機能を強化し

て、丘珠空港を活性化してほ

しい。 

丘珠空港は、都心から約６㎞に近接する、利便性の

高い空港であることから、経済の活性化のためにも、

地域の生活環境を守りつつ、まだ使われていない発

着枠を活用して丘珠空港の活性化を図っていきま

す。 

〇地下鉄東豊線を、札幌ドー

ムを経由して羊が丘まで延伸

するなど、地下鉄のそれぞれ

の路線について、延伸しては

どうか。 

地下鉄の延伸については、将来の人口減少や高齢化

の進行、建設事業費が多大であることなどから慎重

に判断しなければならない状況です。 

清田区方面への地下鉄の延伸については、冬季オリ

ンピック・パラリンピックの招致動向を踏まえ、沿

線地域の土地利用が変わっていくことが見込まれる

場合などには、今後、必要な検討を行っていきます。 

〇雇用創出にもつながるの

で、私鉄を誘致し、札幌の公

共交通網の一翼を担ってもら

ってはどうか。 

札幌市では、地下鉄及びＪＲを基軸として大量交通

機関を配置し、後背圏からのバスネットワークを各

駅に接続することなどにより、都心等へ向かう広範

な交通を大量交通機関に集中させることを基本とし

ております。 

いただいたご意見は、今後の参考にいたします。 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇市内中心部において、人と

車が共存できるように、駐停

車禁止の徹底やマイカーの乗

り入れ規制をするなど、歩行

者優先に立ち返ってはどう

か。 

札幌市では、自家用車から公共交通への利用転換を

促進する取組を進めているほか、都心部への不必要

な自動車利用を抑制するために周辺道路の整備など

都心通過交通の分散化を進めているところです。 

今後も都心の回遊性を高めるために、歩道のバリア

フリー化や路上駐車対策等を進めていきますので、

いただいたご意見は、今後の参考にいたします。 

〇ゴミが多すぎたり、自転車

の放置が多いので、住みやす

い街に向けて、景観を良くし

てほしい。 

安全で美しい街にするため、平成 17 年に「札幌市た

ばこの吸い殻及び空き缶等の散乱の防止等に関する

条例」を施行し、札幌市全域でポイ捨てを禁止して

おり、この条例を周知・啓発することで、たばこの

吸い殻や空き缶等のポイ捨てを防止していきます。 

放置自転車の防止に向けては、平成 27 年度は空き地

になった土地を活用するなど、５か所約 1,500 台分

の駐輪場を増やしています。 

駐輪場の整備には、敷地の確保や、多くの予算を必

要としますが、今後も工夫しながら、引き続き整備

を進めていきます。 

また、自転車を道路に置かないように、駐輪ルール

やマナーを呼び掛ける取組も並行して行っていきま

す。 

〇人口減少、高齢化社会が進

む中、高齢者が外へ出ても困

ることのないよう、高齢者で

も過ごしやすいように、バリ

アフリー化を進めてはどう

か。 

札幌市では、「新・札幌市バリアフリー基本構想」

を策定し、施設が集積する地区において重点的かつ

一体的にバリアフリー化を推進することとしていま

す。 

今後も、高齢者を含む全ての人が安全で快適に暮ら

せるよう、生活環境のバリアフリー化を着実に進め

ていきます。 

 

(3) 地域が必要とする人材の育成・定着  

意見の概要 市の考え方 

〇息長く専門家で活躍する風

土がある海外のように、60 代

前半でも第一線の仕事を続け

られる環境を整えるため、雇

用の機会を増やすなど、求人

側の発想を変えるように、札

幌市から働きかけてほしい。 

高齢者が培ったスキルや経験を生かし、希望に応じ

て働き続けることは、労働力人口の減少に歯止めを

かけるためにも、必要なことと考えています。 

今後は、様々な職場で高齢者が活躍できるよう、求

人開拓と併せて働き方のモデルを企業に提案してい

きます。 

ご意見を踏まえ、誰もが生涯現役で活躍できる社会

を目指すことについて、追記しました。 

 



意見の概要 市の考え方 

〇高齢者の割合が高くなる

中、介護サービスの充実や介

護職の雇用者を増やすなどの

問題に、一つ一つ市民と協力

して取り組むことが大切では

ないか。 

高齢者人口が増加する中、将来にわたり適切な介護

サービスを提供していくことは重要な課題であると

認識しています。 

札幌市では、介護保険事業計画に基づき、施設サー

ビスや在宅サービスの均衡を図りながら着実に整備

を進めています。 

また、介護職員に対して仕事に役立つ知識の研修を

実施することで、介護職員の質の向上などを促し、

充実した介護サービスの提供を図るとともに、介護

事業者を対象とした人材確保に関するセミナーや合

同就職相談説明会などを開催し、介護職員の雇用拡

大を図ります。 

〇保育士の地位、待遇の向上

や保育士養成施設の増加な

ど、北海道とも連携しながら、

保育の量、質共に向上してほ

しい。 

（類似意見 ３件） 

国や北海道とも連携しながら、保育士の処遇改善や

認可保育所等の保育の受け皿拡大をはじめ、安心し

て子どもを生み育てる環境づくりを進めるため、

様々な施策を実施していきます。 

〇女性や子ども、高齢者のみ

の支援だけではなく、保育士

や介護士、助産師など、その

方々を支える人たちの支援の

充実や雇用の拡大をしてほし

い。 

（類似意見 １件） 

これからの社会を支える存在として、介護士や保育

士の役割はより一層重要なものになり、従事者確保

の面からも処遇改善が重要であると認識していま

す。 

札幌市では、介護士に対して仕事に役立つ知識の研

修を実施するなど、働きやすい職場づくりを進めら

れるよう支援するとともに、介護士の雇用拡大を図

るため、介護事業者を対象とした人材確保に関する

セミナーや合同就職相談説明会などを開催していき

ます。 

また、保育士については、施設に給付する処遇改善

加算等により、確実に賃金改善等が図られるよう事

業者に働きかけていきます。 

〇従事者に支払われている賃

金など、医療分野と福祉分野

では状況があまりに違うの

で、一緒に考えることに無理

があるのではないか。 

医療・福祉分野は今後需要が拡大し成長が見込める

分野として考えており、各業界の実状を考慮しなが

ら、雇用の場の確保とともに、雇用の質を向上させ

ることを意識して施策を展開していきます。 

 

 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇大学が集積する札幌圏にお

いて、大学生・大学院生へア

プローチすることは、人口流

動だけではなく、将来的な少

子化対策も含めて重要な観

点。各大学による就職活動や

キャリア教育といった取組だ

けではなく、具体的な事業を

開発・研究するべき。 

市内に就職を希望する学生に対して魅力ある市内企

業の情報を効果的に伝えるほか、室蘭工業大学を中

心とした北海道における雇用創出・若者定着に係る

プロジェクトに参画するなど、札幌圏のみならず、

道内の大学や企業と連携し、取組の具体化に向け検

討を進めていきます。 

〇若者の道外への人口流出を

抑制するためにも、私立も含

めてより高いレベルの大学や

理系の大学を増やしてほし

い。 

（類似意見 ３件） 

札幌市には多くの高度教育機関が集積しており、

個々の特性を生かした教育を行っています。 

札幌市としても、大学の知見を生かした地域活性化

に連携して取り組むほか、地域貢献を通じた人材育

成に協力するなど、札幌市立大学はもとより様々な

大学の魅力が高まる環境づくりに努めます。 

〇札幌に移住するようにＰＲ

するよりも、今住んでいる人

の流出を減らした方がいい街

になると思う。札幌には良い

ところがたくさんあるので、

まずは市民に札幌市の魅力を

理解させてほしい。 

札幌市の魅力は、明確な四季や美味しい食べ物、年

間を通じて行われるイベントなど、札幌の魅力を味

わいながら笑顔で楽しんでいる市民の皆さんの「生

活そのもの」にあると考えています。 

このことから、「笑顔になれる街さっぽろ」を表し

たロゴマークである SAPP‿RO(サッポロスマイル）を

活用しながら、市民の皆さんに外部から見た札幌の

評価や観光資源の紹介等を通じ魅力を再発見してい

ただく取組をあらゆる機会を捉えて行い、我がまち

札幌に対する「誇り」や「愛着」を深めていただく、

いわゆるシビックプライドの醸成を図っていきたい

と考えています。 

〇安定した雇用を生み出すに

は、学生などの定着意欲の向

上も必要であるため、道内企

業の魅力や、札幌就職のメ 

リットなどを就職活動を始め

る前に教えてもらえる機会を

つくってほしい。 

学生が地元に定着するためには、就職活動の際に魅

力的な市内企業の情報を簡単に入手できることが必

要と考えています。 

今後は、こうした企業が学生の利用率の高い民間の

就職支援サイトに企業情報を掲載することを支援す

るほか、大学を通じた企業情報の提供にも努めてい

きます。 

 

 

 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇就職の支援というよりは、

一度正規で雇用してくれた会

社を辞めずにすむように、就

職後の３年～４年にわたり仕

事に適応するためのメンタル

面や相談場所等のケア的支援

が必要なのではないか。 

若年層の早期離職を予防し職場定着を図るため、入

社３年以内の若手社員や若手社員を指導する企業の

人事・人材育成担当者などを対象に講演会や研修を

実施しています。 

また、若年層を対象とした各種就職支援事業におい

ても、働き続けることの大切さを考え、理解しても

らう内容の研修に力を入れています。 

ご意見のメンタル面のケアや相談体制づくりは非常

に大切なことであり、上記研修等の中でさらに充実

させていきます。 

平成27年度から若年層を対象とした職場定着状況等

の調査を行うなど、今後も若年層の早期離職を予防

するよう努めていきます。 

〇道内雇用を守り、道外雇用

を取り入れるため、リモート

ワークの推進や、企業に対す

る情報プラットフォームの提

供などが必要ではないか。 

在宅でも仕事ができるようなテレワークの導入を支

援するほか、札幌の企業を紹介するホームページを

運用するなど、「安定した雇用を生み出す」という

目標に向かって、積極的に市内の中小企業を支援し

ていきます。 

 

基本目標２ 結婚・出産・子育てを支える環境づくり 

(1) 結婚・出産・子育ての切れ目のない支援 

意見の概要 市の考え方 

〇結婚する人を増やすため、

出会いの場を増やしてほし

い。 

結婚の希望をかなえる支援として、北海道と連携し

て、結婚支援情報の発信強化を図るとともに、独身

の方を対象とした男女の出会いの場を創出します。 

〇晩婚化の原因はたくさんあ

るが、その中でも子育ての環

境が大切であることから、保

育所を増やし、働く女性が育

児休業を取りやすくするべ

き。 

また、出会いの場を増やして

結婚する人を増やし、少子化

を進めないようにすると良

い。 

保育サービスを必要とする全ての児童に必要な保育

サービスを提供できるよう、認可保育所・認定こど

も園や小規模保育事業等の追加整備を今後とも計画

的に行います。 

また、結婚の希望をかなえる支援として、北海道と

連携して、結婚支援情報の発信強化を図るとともに、

独身の方を対象とした男女の出会いの場を創出しま

す。 

 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇結婚にメリットがあること

をアピールするために、お祝

い金や各種制度の優遇措置が

あると良い。 

札幌市が実施した意識調査では、未婚者の結婚への

最大の障害は「結婚後の生活を維持していくための

資金」との回答が最も多くなっています。 

このため、本計画では「安定した雇用を生み出す」

ことで、経済的な不安を軽減することとしています。 

いただいたご意見は、今後の参考にいたします。 

〇結婚した際の 100 万円の支

給や、保育園・幼稚園・小学

校に通う幼児・児童への１月

当たり３万円の支給といった

結婚・育児補助を行うことで、

安心して家庭を築くことがで

きるのではないか。 

結婚に際して現金支給は行っていませんが、子育て

世代が安心して子どもを生み育てていけるようにす

るために、児童手当や保育所保育料の軽減、幼稚園

保育料の補助などを行うことにより、子育て世帯の

家計全体を支援していくこととしています。 

いただいたご意見は、今後の参考にいたします。 

〇職場結婚の数に応じた補助

金をつくるなど、職場結婚を

推奨する事業を実施してほし

い。 

 

〇学生のうちに結婚しても学

生を続けられる環境づくりを

してほしい。 

結婚の希望をかなえる支援は重要であると認識して

います。 

いただいたご意見は、今後の参考にいたします。 

〇結婚するかどうか、子ども

をつくるかどうかは、愛を貫

く心と態度の問題であり、支

援策の充実度に左右されるも

のではない。 

人口が減少していく中で、そ

れに対応していくための施策

を打ち出してほしい。 

市民個人の自己決定権を尊重しつつ、結婚や出産を

望む市民の希望がかなえられる社会の実現を目指し

ています。その実現のために、安心して働ける環境

づくりを進め、社会全体で子育て支援をすることと

しています。 

また、今後想定される人口減少社会の到来を見据え、

まちづくりの基本的な指針として、平成 25 年に「札

幌市まちづくり戦略ビジョン」を策定し、重点的に

取り組む施策を記載しています。 

〇男性が育児に積極的に参加

できる体制づくりとして、企

業と市の連携や 10 代からラ

イフプランを考える機会が必

要。 

男性が育児に積極的に参加できるよう、企業への助

成金交付や普及啓発などを通じて、引き続きワー

ク・ライフ・バランスの推進を図っていきます。 

また、学生を対象としたライフプランセミナーを開

催することで、早くから結婚・出産・子育てなどに

ついて考えてもらう機会をつくっていく予定です。 

 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇結婚、出産、子育てに関し

て、出会いから子どもへの教

育まで全てをサポートしてく

れる環境づくりに感銘した。 

結婚から出産・子育てまでの切れ目のない支援や子

どもへの支援の充実等により、結婚・出産・子育て

を支える環境づくりに取り組んでいきます。 

〇保健センターで行われる母

親教室について、平日の昼間

の開催だけでなく、働く女性

に配慮してほしい。 

初めてお子さんを迎える働く女性とその配偶者を対

象に「ワーキングマタニティスクール」を開催して

います。 

開催日は奇数月の土曜または日曜日で、妊娠期の健

康管理や育児に関する正しい知識の普及・啓発と情

報提供等を行っており、引き続き、働く女性が子育

てしやすいサポートを考えていきます。 

なお、各区保健センターで開催している母親教室は、

産休後にも参加いただけるほか、初めてお子さんを

迎えるご夫婦を対象に、平日夜間や土曜日の両親教

室も実施していますので、ご活用ください。 

〇女性が働くほど保育料が高

くなり、女性の社会進出を躊

躇させる一因となっているの

で、フルタイムで働く女性へ

の支援も必要。 

保育料は、保護者の所得（ご夫婦で働かれている場

合は二人の所得の合算）に応じて負担していただく

金額が増減する、応能負担となっています。従って、

女性だけに特化して応能負担の原則を変えるという

のは難しいものと考えています。 

男性も女性も含めた子育て家庭が安心して働き続け

られる環境を整えるため、ワーク・ライフ・バラン

ス 31の推進等により、社会全体で子育て家庭を支援

していく環境を整えていきます。 

〇札幌が全国一子育てしやす

い街になれば、札幌への移住

者も増えるのではないか。 

基本目標として「結婚・出産・子育てを支える環境

づくり」を掲げ、子どもを生み、育てやすい環境づ

くりに努めることとしています。 

〇子どもを預けられる環境を

充実させるべき。 

（類似意見 １件） 

保育サービスを必要とする全ての児童に必要な保育

サービスを提供できるよう、認可保育所・認定こど

も園や小規模保育事業等の追加整備を今後とも計画

的に行うとともに、保護者の就労形態の多様化に伴

う、様々な保育ニーズに対応するため、保育時間を

延長する延長時間外保育や休日保育、夜間保育を引

き続き実施していくほか、病気回復期の児童を一時

的に保育する施設の拡大を行うこととしています。 

 

 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇資金提供、保育環境の向上、

休暇制度の改善により、出生

数を増やしていくべき。 

子育て世代が安心して子どもを生み育てていけるよ

うにするために、児童手当や保育所保育料の軽減、

幼稚園保育料の補助等を行うことにより、子育て世

帯の家計全体を支援していくこととしています。 

今後の保育環境の整備に当たっては、「新・さっぽ

ろ子ども未来プラン」に基づき、将来的に保育所等

を利用したいという潜在的なニーズも含め、平成 30

年４月時点でニーズ量を上回る保育サービスの拡大

を目標としており、目標達成に向け着実に整備を進

めていきます。 

また、希望どおりに育児休暇等が取得できるよう、

企業に対する助成金の交付や、普及啓発を進め、出

産・子育てを支える環境を整備していきます。 

〇育児をする人が孤立しない

ように、育児している人同士

が触れ合える機会を設けてほ

しい。 

札幌市では、乳幼児を持つ子育て家庭の孤立を予防

し、子育てに関する不安や負担感を軽減するため、

気軽に参加し自由に交流できる子育てサロンの整備

を進めています。子育てサロンでは、支援スタッフ

に見守られながら親同士、子ども同士で交流を深め

られますので、ぜひご利用ください。 

〇都心部常設キッズサロン

は、利用者が少ないのではな

いか。 

都心部常設キッズサロンは、子育てに対する不安感

や負担感の解消と、社会全体で子育て家庭を支える

意識のさらなる醸成を図ることを目的としていま

す。 

多くの子育て家庭が気軽に出かけ、参加しやすいも

のとなるよう、大通中心部の民間ビルを活用し、土

日を含む週６日間開催することを予定しているほ

か、子育て講座等の取組も実施していきます。 

〇赤ちゃんとお母さんが集ま

るイベントがあれば、ボラン

ティアとして参加したい。 

札幌市では、地域の中で子育て家庭を支える人材の

確保のため、子育てボランティアの養成や活動場所

の紹介などの支援を行っています。 

子育て支援総合センターや各区保育・子育て支援セ

ンター、各区保健センターにてボランティア講習会

等を行っていますので、ぜひご参加ください。 

 

  



意見の概要 市の考え方 

〇子育てしながら働き続ける

環境づくりのためには、第三

者のサポートが得られやすい

仕組みが必要。 

企業に対する助成金の交付や、普及啓発などを通じ

て、企業が社員の出産・子育てをサポートできる環

境整備を進めるほか、子育てを支援したい人（提供

会員）と、援助したい人（依頼会員）による会員組

織をつくり、会員間での子どもの預かり支援をコー

ディネートする「子育て援助活動支援事業」を実施

するなど、子育てしながら働き続ける環境づくりを

進めていきます。 

〇札幌に住み続ける若者に対

し、子育て支援が手厚いと実

感できるような、経済的支援

を行うべき。 

（類似意見 ２件） 

３歳未満の第２子の保育料の無料化や小学１年生の

通院に係る医療費の助成などにより、子育て世帯の

経済的負担の軽減を図ります。 

また、技能習得を目的とした高等学校等に通う生活

困窮世帯の子どもへの奨学金支給や児童福祉施設入

所児童への大学進学に係る支援等により、経済的な

困難を抱えた子どもへの支援も実施します。 

いただいだご意見は、今後の参考にいたします。 

 

(2) 子どもへの支援の充実 

意見の概要 市の考え方 

〇ＡＬＴの活動を増やすこと

等により、市内の小・中・高

校での英語教育をより充実さ

せてほしい。 

子どもたちが国際感覚豊かになり、異文化に対する

理解や興味を深めることができるよう、小・中・高

等学校等において、ＡＬＴ(外国語指導助手)を活用

した体験的、実践的な学習を行っているところです。

今後も、計画的に増員し、英語教育の充実を図って

いきます。 

また、教員の資質向上に向けても、引き続き、研修

の充実を図っていきます。 

〇算数の少人数指導はとても

いい取組だと思う。 

算数は、小学校高学年になると、中学年までに得た

知識を活用して考える学習が増え、苦手意識を持つ

子どもが増える傾向にあるため、高学年を対象に、

25 人程度の少人数での学習により、個に応じた手厚

い指導を充実していきたいと考えています。 

〇札幌の公立高校において、

個性のある高校を増やした

り、編入の制度を見直すこと

で、道外から人を呼びこむこ

とができるのではないか。 

市立高校においては、これまでも平岸高校の「デザイ

ンコース」や清田高校の「グローバルコース」の設置

など各校の特色化を進めており、現在もさらなる特色

化の充実に向け検討を行っているところです。 

また、市立高校への転編入学を希望する生徒が一定の

基準を満たす場合には、転編入学を許可しています。 

 



意見の概要 市の考え方 

〇小中一貫教育や、中学校の

授業体験は、心の準備ができ

て良いと思う。 

子どもが中学校に進学するときに、新しい環境での

生活や学習に円滑に移行・接続できるよう、これま

でも小中連携・接続の在り方について実践的な研究

を行ってきており、例えば、中学校の英語の教員が

小学校で指導するなどの取組が進んできています。 

また、小中一貫教育については、先進都市の視察や

モデル校での調査・研究を通して、教育的効果や課

題を整理するなど、その在り方などについて多角的

に検討していきます。 

〇安心して過ごせる学校の環

境づくりは重要だと思う。 

子どもが安心して生活できる環境を整えるために

は、子どもが不安になったり悩みを抱えたりしたと

きにいつでも気軽に相談できることが大切です。 

それには、学校や施設にいる子どもを取り巻く大人

が、子どもから信頼される存在となるほか、複数の

目で子どもを見守る体制が重要となります。 

各学校においては、スクールカウンセラーなどの心

の専門家による相談体制を充実するよう努めていき

ます。 

〇保護動物の現状を知ること

は、子どもたちの道徳観や人

格的な成長を促し、「命を大

切する心」、「弱者に対する

思いやり」、「命に対する倫

理観」、「最後まで面倒を看

る責任感や根気強さ」、「公

共の利害にも深く関わる行動

規範」等、人としてあるべき

姿を体感できる道徳教育の機

会と考える。 

そのためにも、札幌市動物管

理センターに、子どもたちが、

遠足や課外学習などでも利用

できる、学習室も併せ持った

教育の場が必要。 

（類似意見 １件） 

札幌市動物愛護管理基本構想において、動物管理セ

ンターは、「市民の愛護意識を高めるとともに、動

物とのふれあいなどを通じ、幼少期からの命の大切

さを学び、体感できるような動物愛護教育の機能」

を担うものとしており、今後その機能の充実につい

て検討していきます。 

 

  



意見の概要 市の考え方 

〇札幌市に、動物や植物等の

生物を通した市民が交流でき

る、気軽に立ち寄ることので

きる参加型の施設があれば、

観光や教育でも札幌市のイ 

メージアップにもつながり、

若者が定着する愛着の持てる

街になる。 

命みつめ、優しく温かな心を

持った子どもを社会全体で育

てることこそが、札幌市が魅

力ある街として発展していく

要と考える。 

（類似意見 １件） 

札幌市動物愛護管理基本構想において、動物管理セ

ンターは、「子どもから大人まで、多くの市民が集

い、愛護動物について理解を深めることができる機

会の提供やペットにかかわる問題解決に向けた市民

との交流を推進する機能」を担うものとしており、

今後その機能の充実について検討していきます。 

〇幼少期、小学校期からス 

ポーツに親しむ機会を充実す

べきであり、中学校では、現

在でも運動部に所属する生徒

は多いため、むしろ文化部を

振興すべきではないか。 

また、スポーツ・文化に親し

む機会を充実させるには、各

区体育館や地区センター等に

スポーツ道具を揃えたスポー

ツセンター機能を追加するこ

とや、各種文化施設の招待券

を小中学校に配布すること等

を実施してはどうか。 

札幌市の子どもは、体力・運動能力や運動習慣に課題

があり、その解決に向けては、幼少期から運動・ス 

ポーツに親しむことが重要であると考えています。 

市立幼稚園では、子どもが戸外で解放感を味わいなが

ら思い切り活動したり、様々な遊びをする中で多様な

動きを身に付けられるようにするなど、体を動かす楽

しさや心地よさを十分経験できるようにしています。 

また、小学校では、子どもの運動・スポーツへの興味・

関心を高め、日常的に運動に親しめるよう、体育の授

業の充実はもとより、縄跳びなど学校全体で行う取組

やウインタースポーツのほか、休み時間における身体

を動かす遊びの充実などを図っています。 

中学校における部活動は、生徒がスポーツや文化に親

しむ上でとても身近な存在として定着しています。 

今後も、運動系か文化系かにかかわらず、生徒が入部

を希望する部活動が設置できるよう努めていきます。 

現在、中学校における運動部活動の設置数が減少傾向

にあることから、運動部活動の振興に重点を置いて施

策を推進する方向で検討しています。 

今後も子どもを含めた市民がスポーツ・文化に親しむ

機会の充実に取り組んでいきます。 

〇幼少期の子どもが自然と触

れ合える機会を増やすべき。 

子どもの豊かな人間性や社会性を育むため、青少年

山の家などを活用した体験学習や林間学校等の野外

教育の充実を図っているところです。 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇教育水準の向上のため、無

償で放課後のフォローアップ

を実施すべき。 

市立小中学校等においては、現在、放課後に追加授

業を行うなど全市共通の取組は実施しておりません

が、児童生徒からの個別の相談への丁寧な対応や、

学習支援などは行っているところです。 

〇「いじめ」に対する打開策

として、学校のあり方そのも

のを変えるモデル校を設置し

てほしい。 

（類似意見 １件） 

いじめの問題は、心豊かで安全・安心な社会をいか

にしてつくるかという学校を含めた社会全体に関す

る全国的な課題と認識しています。 

現在、札幌市教育委員会として、いじめ対策のモデ

ル校を設置する予定はありませんが、各学校では、

いじめ防止対策推進法に基づく具体的な対応方針を

定め、いじめのない学校づくりの取組のさらなる充

実に取り組み始めたところです。 

今後も定期的に各学校での取組を改善しながら、い

じめの未然防止、いじめが発生した後の措置を適切

に行うことができるように、各学校の状況に応じて、

取組を推進していきます。 

 

(3) 子育てを支える社会の形成 

意見の概要 市の考え方 

〇女性の結婚・出産後の働き

方について、女性のみの負担

を軽減するとともに、女性支

援の制度の利用状況を企業や

職場、地域によって差が出な

い環境づくりをしてほしい。 

 

〇ワーク・ライフ・バランスを

推進し、女性の選択が尊重さ

れる社会を目指してほしい。 

育児休業の取得などが困難と想定される中小企業を

中心に、助成金の交付や、普及啓発などを通じて 

ワーク・ライフ・バランスをより一層推進させ、希

望通りに仕事や出産・子育てができる環境整備を進

めていきます。 

〇地区によって治安の差があ

るので、子育てしやすい環境

のため、改善してほしい。 

札幌市では、平成 21 年 4 月に「札幌市犯罪のない安

全で安心なまちづくり等に関する条例」を定め、こ

の条例に基づいて、平成 27 年 3 月には「第 2次札幌

市犯罪のない安全で安心なまちづくり等基本計画」

を策定し、全庁をあげて様々な取組を進めています。

今後も、この計画に基づいて、北海道警察や関係機

関とより一層連携を図りながら、安全で安心なまち

づくりを進めていきます。 

 

 



意見の概要 市の考え方 

〇地下鉄がない清田区ではバ

スを活用して活性化を図って

ほしい。 

地下鉄等の軌道系交通機関が整備されていない清田

区においては、区民の方々やバス事業者と連携しな

がら、バスの利便性向上に向けた取組を進めていま

す。 

いただいたご意見は、今後の参考にいたします。 

〇公共の建物（市役所、区役所、

保健所、年金事務所、選挙の投

票所等）は、公共交通機関の近

くにあると利便性が向上し、も

っと住みやすくなる。 

市民の利便性を高めるため、区役所などの公共機能

については、アクセスが容易な地下鉄駅や JR 駅周辺

などの地域交流拠点へ集約を図ります。 

〇障がいのある子とない子が

お互いに信頼できる友人関係

になれるよう教育環境を充実

させてほしい。 

障がいのある子どもとない子どもが相互にふれあっ

たり、共に学んだりすることは、お互いを正しく理

解し、共に助け合い、支え合って生きていくことな

どを学ぶことのできる大切な機会です。 

現在、各学校では、運動会などの学校行事や給食な

どの日常的な活動、総合的な学習の時間などにおけ

る学習活動などにおいて、障がいのある子どもとな

い子どもが交流をしたり、共に学んだりする機会を

もつよう努めていますので、今後もこういった取組

の充実を図っていきます。 

〇特別支援学級の充実のた

め、特別支援学校と人事交流

を行うべき。 

特別支援学校と特別支援学級の間での人事交流はこ

れまでも行っているところです。 

また、可能な限り安定した教員配置を行えるよう、

特別支援学校教諭の免許を所有している専門性の高

い教員の確保に努めていきます。 

〇義務教育後の進学率を上げ

るために、教育を受けるチャ

ンスを増やしてほしい。 

技能習得を目的とした高等学校等に通う生活困窮世

帯の子どもに奨学金を支給するとともに、児童福祉

施設入所児童の大学進学を支援するなど、経済的な

理由により、進学が困難な子どもへの支援を行いま

す。 

〇「子どもの貧困対策」では、

給食費補助を検討してほし

い。 

子どもの将来が、その生まれ育った環境によって左

右されることのないよう、また、貧困が世代を超え

て連鎖することのないよう、教育・生活・就労など

の分野を総合的に支援するために「（仮称）子ども

貧困対策計画」を平成 29 年度に策定します。 

計画の策定に当たっては、いただいたご意見を参考

に検討いたします。 

 



第３章 未来創生アクション 

意見の概要 市の考え方 

〇札幌市の取組を知ることが

できた。これからも、障がい

者や高齢者、妊婦などサポー

トの必要な人が安心して暮ら

せる街にしてほしい。 

これからの人口減少・超高齢社会を見据え、誰もが

安心して暮らし、人とつながり、生涯現役として必

要とされ、札幌の市民であることに誇りを持ちなが

ら、生き生きと輝ける街を目指していきます。 

ご意見を踏まえ、「未来創生アクション」において、

「互いに手を携え、心豊かにつながる共生のまち」

を目指していることがわかるよう追記しました。 

〇全体を通じて、若者の希望

をかなえ、安心して子育てが

できる街「さっぽろ」を真に

実現することができれば、世

界から人が集まる街になると

思うが、そのためには、都市

間競争だということを認識

し、他の街に勝つ魅力的な札

幌にすることが必要ではない

か。 

企業や人材が集まるまちづくりに向けては、様々な

観点から札幌の魅力を高めることが重要と考えてお

り、「未来創生アクション」では、札幌の街が持つ

強みを最大限に生かし、伸ばしていくことに着目し

た「グローバル展開」や「まちの魅力アップ」、市

民の暮らしを大切にしていくことに着目した「若者

の希望実現」や「安心子育て」、札幌の未来を形づ

くる源である「人」に着目した「人材の育成」を 

「さっぽろ」の未来をつくる重要なテーマとして設

定し、取り組むこととしています。 

〇新たなフィールドを醸成す

るためには、東京などと比べ

情報が遅いという課題解決に

向けて、まず「海外観光客の

集客」を行い、「札幌らしさ

の周知」をすることが重要。 

それにより、人口増加、給与

水準の上昇が期待でき、最終

的には全国の中でも札幌に注

目が集まり、情報を集めるこ

とができるのではないか。 

観光やＭＩＣＥなど、海外からの誘客を促進し、再

訪にもつながるよう観光客の満足度を高める受入環

境を整えることとしています。 

さらに「食」をはじめとした北海道・札幌の魅力を、

札幌の都市ブランドとして、海外での戦略的な情報

発信を行い、札幌の認知度を高めていきます。 

〇北海道の食材をアピールす

る方法として、義務教育学校

の給食に加えて高校、大学、

専門学校等各種教育機関と連

携し、「食育」を充実させ、

北海道の食文化のすばらしさ

を発信するツールとしてはど

うか。 

義務教育の学校給食では、既に道産食材を使用し児

童・生徒の食育に活用しており、高校、大学、専門

学校等については、学生食堂等へ、食育のツールの

一つとして道産食材を使ったレシピ集の配布を行う

など、今後も北海道の食文化を伝える取組を継続し

ていきます。 

 

  



意見の概要 市の考え方 

〇「さっぽろ」らしさとして、

「食」に加え、木工分野の専

門家との連携など自然環境を

意識した「木育」に取り組ん

ではどうか。 

札幌市では、北海道・国と連携し、森林ボランティ

ア団体による環境教育や、みどりのイベントにおけ

る木育コーナーの設置など木育の普及啓発に努めて

おり、今後も引き続き取り組んでいきます。 

〇世界から注目を集められる

よう、まちの魅力を高めるた

め、海外から札幌に来る動機

付けとして、為替レートを市

内で安くすることができれ

ば、消費も促進されるのでは

ないか。 

海外からの誘客や消費拡大はもとより、国内外から

企業や人材、プロジェクトなど様々な分野の活性化

につながる資源を呼び込むためにも、外需獲得の仕

組みづくりなど、様々な観点からまちの魅力を高め

る必要があると考えています。 

いただいたご意見は、今後の参考にいたします。 

〇「子育てしやすい環境」を

アピールするなど、若者の流

出を防ぐために、「さっぽろ」

に住みたい、「さっぽろ」で

働きたいとの気持ちを少しで

も持ってくれた若者に対して

の様々な支援を積み重ね、実

感へとつなげていくべき。 

若者の希望をかなえるため、子育ての面から、経済

的負担の軽減や多様な保育サービスの提供、子育て

しながら働ける環境づくりに取り組むとともに、雇

用の面から、正社員就職の推進や地元就業の機会創

出など、質の確保や量の拡大を図り、積極的に情報

を発信しながら、若者が明るい未来が描けるまちづ

くりに努めていきます。 

〇教育・福祉に対し、様々な

金銭的な援助を充実してほし

い。 

札幌市では、有用な人材を育成することを目的に、

能力があるにもかかわらず経済的理由によって修学

困難な学生に札幌市奨学金を支給しています。 

札幌市奨学金は返還不要の奨学金であり、学生に借

金を背負わせることがないという点が特長です。 

今後も財源の確保など制度の充実に努めていきま

す。 

また、福祉分野では、介護人材の育成について、直

接の金銭的な援助は行っていませんが、介護事業を

支える人材の確保を図るため、介護分野に就職を希

望する方を対象とした合同就職相談説明会などを開

催していきます。 

 



第４章 プランの推進に当たって 

意見の概要 市の考え方 

〇総合戦略編の計画期間終了

後、「ＫＰＩ」が未達成だっ

た項目については、外部の人

がその原因を分析し、次の計

画に反映させるという手法を

採用してほしい。 

本計画においては、目指すべき数値として「数値目

標」及び「ＫＰＩ」を設定し、計画期間内に外部の

有識者などの意見も取り入れつつ、施策の効果を検

証し、必要に応じて取組内容の変更や追加を行うこ

ととしています。 

〇札幌市は北海道の代表都市

としての役割を果たしていく

べきだと思う。 

札幌の魅力は、豊かな自然や食など、その多くが北

海道の魅力そのものであることから、「北海道の発

展なくして札幌の発展はない」という考えのもと、

北海道や道内市町村との関係を強化し、北海道活性

化の推進エンジンの役割を果たしていきます。 

〇北海道との良い関係をつ 

くってほしい。 

北海道知事と札幌市長が双方に関係する懸案事項に

ついて意見交換を行う「北海道・札幌市行政懇談会」

や、各企画部門が随時、意見交換や調整を行う「政

策ミーティング」などを通じ、幅広い分野で連携・

協力していきます。 

 

第５章 主要事業一覧 

意見の概要 市の考え方 

〇時計台や地下街に、エスカ

レーターを設置してほしい。 

時計台は国指定重要文化財であるため、新たな設備

を設置するなどの現状変更行為が厳しく規制されて

いることから、エスカレーターの設置を行うことは

難しいと考えています。 

なお、バリアフリー対応として、国指定外の部分に 2

階までの昇降機を設置しており、ご利用いただくこ

とが可能です。 

また、地下街においては、快適に地上地下を回遊で

きるよう、地下街沿道ビル開発などの機会を捉え、

関係者と協力しながらエスカレーター設置等の検討

を進めます。 

〇「高断熱・高気密住宅」な

どの省エネ技術は、更なる向

上の余地があるのではない

か。 

住宅で使用される暖房エネルギーを削減するため、

国の基準を上回る高断熱・高気密住宅の基準である

「札幌版次世代住宅基準」の運用を平成 24 年度から

開始し、高断熱・高気密住宅の普及に取り組んでお

ります。 

今後はより一層の普及に取り組んでいきます。 

 

 



その他 

意見の概要 市の考え方 

〇高齢者が増え、子どもも増

えたら、子どもを持たない納

税者の負担が大きくなるので

はないか。 

税制度は、国において、社会経済状況の変化を踏ま

え、検討を行っています。 

なお、国からは経済社会の構造変化に対応するため

に、経済力を重視した世代内・世代間の公平性を確

保し、生活基盤を下支えするといった観点から税制

改革を行うとの考え方が示されています。 

〇若者が、市のイベントにボ

ランティアとして参加するよ

うになったらいいと思う。 

雪まつりをはじめとする各種イベントでは、ボラン 

ティアを広く募集しているところです。 

いただいたご意見は、今後の参考にいたします。 

 

 


